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唯 ひ と つの 美 し さ 。 





ョ クコ ルン に ルル エコ の - も イモ: を まう コン) 
ソニ ー は 「 唯 ひと つの 方 式 」 ト リ ニ ト ロン を 進化 させ 、 世 に 問い ます . 


日 本 で は じ め て の テレ ビ 放 送 は 、 昭 和 28 年 に 開始 され まし た 。 

当初 、 街 頭 設 置 な ど 公共 的 な 存在 だ っ た テレ ビ は 、34 年 の 皇 太子 御成 婚 を 機 に 家庭 に 普及 し は じ め ま し た 。 
日 本 の テレ ビ 放 送 が 、 先 行 し て いた 米国 の NTSC と いう 放送 方 式 を 採用 し た こと も あり 、 

その 当時 販売 され た テレ ビ の ほとん ど は 、 米 国 で 開発 され た 基本 設計 を 取り 入れ た も の で し た 。 


し か し 、 ソ ニー の 創る テレ ビ だ け は 違い まし た 。 

「 生 まれ た て の テレ ビ 放 送 を 映し だ す テ レビ と し て 、 ど うい う 設 計 が 時 代 最良 で ある か 」 

ソニ ー の 設計 は いつ も この 問題 提起 か ら は じ ま り ます 。 そ の 結果 、 そ れ ま で に な い 鮮 明 画 像 を 実現 し た 

「1 ガ ン 3 ビ ー ム ビッ グレ ンズ 」 の 電子 銃 、 明 る さと 色 鮮 や か さ の た め の 「 ア パチ ャ ー グ リル 」、 

より フラ ッ ト で 見 や すい 「 垂 直 画 面 」 と いう 3 つの 独自 の 技術 を 搭載 し た 、 ト リ ニ トロ ン 方 式 の プラ ウン 管 を 開発 。 

ソニ ー 独 自 の 、 唯 ひと つの 方 式 を 採用 し た トリ ニトロ ンカ ラー テレ ビ を 発売 し た の で す 。 そ の 第 1 号機 は 、 

か つて な い 明 る さと 色 鮮 や か さ を 実 現し た テレ ビ と し て 世界 の 注目 を 集め 、 そ の 後 も 時 代 の 先端 を 歩み 続け まし た 。 


それ か ら 23 年 。 レ ー ザ ー デ ィ ス ク の 登場 、 衛 星 放送 の 本 格 化 な ど 、 テ レビ の メデ ィ ア 環境 は 大 きく 変わ り まし た 。 

高 画質 ・ 高 音質 の 映像 ソー ス は ます ます 充実 、 多 様 化し 、 こ れ ま で の 大 画面 化 、 高 画質 化 以上 の 圧倒 的 な 感動 を も た ら す 
テレ ビ の 登場 を 誰 も が 望み は じ め て いま す 。 そ こ で 再び 、 ソ ニー は 独自 の 問題 提起 を 行なっ た の で す 。 

「 マ ル チ メ ディ ア 時 代 、 新 た な 感動 を 呼ぶ テレ ビ と し て 、 ど うい う 設 計 が 時 代 最良 で ある か 」 


本 当 に 新しい テレ ビ と 言え る に は 、 画 質 は も ちろ ん の こと 、 音 質 、 操 作 性 、 デ ザイ ン の すべ て に 
革新 的 な 技術 が 必要 で す 。 そ の 前 提 を も と に あら ゆる 可能 性 を 検討 し た 結果 、 

すべ て の 要素 を 満足 させる に は 、 プ ラウ ン 管 を 革新 し な けれ ば な ら な いと いう 結論 に 行き 着き まし た 
ソニ ー の 考え る 最良 の 方 式 は 、 や は り 独 自 の トリ ニトロ ン 方 式 を 進化 させ る こと だ っ た の で す 

そし て 、 唯 ひと つの 美 し さ の 新 プラ ウン 管 、 ス ー パ ー ト リ ニ ト ロン 管 を 開発 

ソニ ー は 、 独 創 的 な 技術 を 進化 させ て 新 テレ ビ を 誕生 させ まし た 

いま 、 さ ま ざ ま な 新 テ レビ が 誕生 し て いま す 。 そ の な か で 本 当 に 新しい と 言え る の は … 


本 は 、 み な さま を も っ と も 感動 させ る も の に ほか な り ま せん 
ww > 
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心 め る が す 感 動 は 、 独 食 の な か か ら 生 まれ る 。 


「 キ ララ ・ バ ッ ソ 」 の CM に 登場 する マイ ケル ・ ジ ャ クソ ン 。 

彼 が な ぜ 世 界 的 な スー パー スタ ー と な っ た か …。 そ れ は 、 彼 の パフ ォ ー マ ンス が 誰 の も の と も 違う 
個性 豊か な 魅力 に あふ れ て お り 、 歌 、 そ し て ダン ス の 技術 が は る か に 優れ た 水準 に 達し て いた か ら で す 。 
彼 だ けが 演じ 得る 、 キ ラ め くば か り の 魅力 に 世界 の 人 々 が 心から 感動 し 、 声 援 を 送り 続け まし た 。 

それ は 、 あ ら ゆ る も の の 魅力 に つい て 言え る こと だ と ソニ ー は 考え ます 。 

独創 的 で ある こと 。 卓 越し た 輝き を 放つ 魅力 を 、 自 ら の 力 で 創り だ すこ と …。 

この た び 登 場 させ た 、 新 テレ ビ 「 キ ララ ・ バ ッ ソ 」 も その ひと つ 。 

「 キ ララ 」 は 美しく 輝く 映像 を 、「 パ ッ ソ 」 は か つて な い 驚 き の テ レビ サウ ンド を イメ ー ジ し た ソニ ー 独 自 の ネー ミン グ 。 
そし て 、 唯 ひと つの 独創 的 な スー パー トリ ニトロ ン 管 の 搭載 を 核 に し て 、 新 し い テ レビ と 言う に ふさ わし く 、 
「 画 質 」「 音 質 」「 操 作 性 」「 デ ザイ ン 」 の 4 つの 革新 的 な 進化 を 実現 し て いま す 。 

ソニ ー は 、 こ の 「 キ ララ ・ バ ッ ソ 」 の 独創 的 な 魅力 こそ 、 心 か ら の 感動 を 呼ぶ 新 テ レビ で ある と 信じ ます 。 
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画面 が より フラ ッ ト に な る と 、 す みず み の ゆ が 
み が な く な り 、 よ り 自然 な 画像 が 得 ら れ ま す 。 ま 






離 の 
照明 な どの 映り 込み も これ まで 以上 に 少な く 
な り 、 見 や すく な る の で す 。 
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[EEE 】um 
フラ ッ ト な 理由 





ANs 唯 ー ス ー パ ー ト リ ニ ト ロン 管 は 、 
。 織 方 向 に 限り な く フ ラッ ト な 構造 だ か ら で す 。 


199| 年 9 月 日 新聞 発表 叶 


TSuper TRNTRON」 と は 定 来 の トリ ニトロ ン 管 に 比べ 約 2 倍 の フラ ッ ト 率 、 約 7096 以 上 の コン トラ スト 率 ア ッ プ (34 型 ・29 弄 当社 比 ) を 実現 し た ソニ ー 欠 自 の プラ ウン 菅 の 名 称 で お 








約 2 倍 の フラ ッ ト 化 を 実現 し た 「 ス ムー ジン グ ・ フ ラッ ト 」 


スー パー トリ ニトロ ン 管 


ソニ ー だ け の スム ー ジ ング フラット, 


プラ ウン 管 は 、IC 化 され た テレ ビ の 中 で 唯 ひ と つの 
真空 管 . プ ラウ ン 管 が 完全 に フラ ッ ト に な ら な い の 
は 、 真 空 内 部 を 大 気 の 圧力 に 耐え や すく する た めで 
す 。 し た が っ て 問題 は フラ ッ ト 化 へ の 限界 に 、 ど う 迫 
る か と いう こと に し ぼら れ ま す 。 他 社 が 米国 で 開発 さ 
れ た 「 球 面 」 の "丸み "を 選択 する な か 、 ソ ニー だ け 
は 独自 に 開発 し た 「 垂 直 画 面 」 方 式 を 選択 し まし 
た 。 こ れ が トリ ニトロ ン 最 大 の 特長 、 よ り フ ラッ ト で ある 


SubANsweR 


理由 で す 。 そ の 、 生 まれ つき フラ ッ ト な トリ ニトロ ン の 
「 垂 直 画 面 」 を 、 ソ ニー 最新 の 技術 に より さら に 約 2 
倍 フ ラッ ト 化し た の が 「 ス ムー ジン グ ・ フ ラッ ト 」 の スー 
パー トリ ニトロ ン 管 。 唯 ひと つの 方 式 の 開発 に 取り 組 
ん だ ソニ ー は 、 ス ー パ ー ト リ ニ ト ロン 管 に よっ て 縦 を 
限り な く 〈 フ ラッ ト に する こと が 可能 に な っ た の で す 。 


ビー ム ス ポ ッ ト を シャ ー プ に で きた こと も 、 フ ラッ ト 化 を 可能 と し た 技術 で す 


鮮 鋭 ビー ム の 先端 「 ス ー パ ー プ リッ クス ガン 」 

ビー ム ス ポッ ト を 制御 する 電子 銃 の レン ズ が 大 きい 
ほど 、 中 心 の 性 能 の よい 部 分 を 使用 で きま す 。1 ガ 
ン 3 ビ ピー ム ビ ピッ グレ ンズ の トリ ニトロ ン が 、 シ ャ ー プ な 
ビーム スポ ボッ ト を 発生 で きる の は その た めで す 。 今 
回 、 さ ら に シャ ー プ な ビー ム ス ポ ッ ト を 得る た め に 、 





電子 レン ズ の 大 口径 化 と 像 倍率 を 低減 し 、 ビ ー ム 
スポ ッ ト 径 を 309% も 絞り 込み まし た 。 フ ラッ ト 化 に よっ 
て 前 に せり 出し た 画面 すみ ずみ の 蛍光 面 も これ まで 
以上 シャ ー プ に 提 え 、 ド ッ ト 防 害 や クロ スカ ラー を 大 
幅 に 解消 し まし た 。 
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竹光 面 し 





いま まで 見 えな か っ た 美 し さ を 再現 . 見 れ ば わか る その 実力. 


より 本 物 の 黒 を 再現 「 ニ ュー トラ ル ・ プ ラッ ク 」 


より 本 物 の 黒 を 明る く 再現 「 チ タン プラ イト 」 


より 本 物 の 色 を 忠実 に 再現 「EBU 色 蛍光 体 」 





“ 光 を 反射 し な いも の "を 見 た と き 、 人 間 は それ を 黒 
いと 感じ ます 。 プ ラウ ン 管 で 黒 を 再現 する と きも 、 光 
を 発し な いよ うに ビー ム を 当て て いま せん 。 し た が っ 
て 画面 の 黒 は 、 プ ラウ ン 管 その も の の 色 で 決ま る の 
で す 。 今 回 採用 し た 「 ニ ュー トラ ル ・ プ ラッ ク 」 コ ー テ ィ 
ング は 、 見 比べ て いた だ いて も わか る 、 ま ざり け の な 
い 自 然 に 近い 黒 ま 。 こ の ニュ ー ト ラル ・ ブ ラック 効果 で 、 
本 物 の 黒 だ け で な く 他 の 色 の 鮮やか さも 強調 し ます 
(34 型 ・29 型 当社 コン トラ スト 比 約 7096 ア ッ プ ) 


スー パー トリ ニトロ ン 管 





リア ル な 黒 さと 色 鮮 や か さ を 実現 





「 ニ ュー トラ ル ・ プ ラッ ク 」 コ ー テ ィング を 採用 し た だ 
け で は 画面 は 暗く な っ て し まい ます 。 そ こ で 、 ハ イ ビ ジ 
ョ ン で 採用 し た 「 チ タン プラ イト 」 と 大 電流 を 流す た 
め の 「 イ ンジ ウム カソード 」 を 採用 。 明 る さ が 30% 向 
上 し まし た 。 映 画 な ど で 、 い まま で 時 く つぶ れ て いた 
シー ン を 見 比べ て くだ さい 。 オ リ ジ ナ ル に 近い 感覚 
で 明る く 再現 し ます 。 











蛍光 体 が 発生 し た 光 を すべ て 前 面 に 引き 出し ます 








肉眼 で 違う 色 に 見 える も の が 、 テ レビ で 見 る と 同じ 
色 に 見 える 。 こ れ は 、“ 絵 づく り " を 強調 する テレ ビ ほ 
ど よ く ある こと で す 。 映 像 リ り ア リズ ム に こだわ る トリ ニ 
トロ ン の ソニ ー は これ まで も 自然 な 色 を 再現 し て きま 
し た が 、 今 回 、 赤 と 青 の 色 幅 を 広げ た 放送 局 用 の 
「EBU 色 常光 体 」 を 採用 。 家 庭 用 テレ ビ 映像 の 色 
再現 性 の レベ ル を 向上 し まし た 。 同 系 色 の 口紅 な 
ど を 見 比べ て くだ さい 。 微妙 な 色 の 違い を 表現 し 
て いる こと が 確か め ら れる で し ょ う 。 





EBU=European Broadcasting Union 
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左 に ある 写真 は 、 そ れ ま で に な い 明 る さと シ 
ロン の 第 ] 号 機 で す 。 当 時 市 販 さ れ て いた カラ ー テ レビ は 、 ほ と ん ど が 3 本 の 電子 銃 を 使っ た ブ 
ラウ ン 管 を 採用 し て いま し た が 、 ソ ニー は 独自 の 技術 開発 に チャ レン ジ し た の で す 。 そ れ は 、 と り 
も な お さ ず カラ ー テ レビ の 本 当 の 美 し ょ の た めで し た 。 そ れ か ら 83 年 …。 当時 で は 想像 も し 得 
な か っ た 、 フ ラッ ト さ と 美 し さ を 携え た スー パー トリ ニトロ ン 箇 が 衣 生 し まし た 。 こ の 新 ブラ ウン 
管 に は 、 数 十 も の 新た な 技術 が 詰め 込ま れ て いま す 。 が 、 鞭 本 設計 は 1 号機 と 変わ りあ り ませ ん 。 
これ は 、 当 初 の ソニ ー イ ズム が 、 い か に ブラ ウン 和 技 術 の 核心 を 捉え て いた か を 物語 る 事実 で す 。 





ー ブ な 映像 で 一 蛋 世 界 の 注目 を 集め た トリ ニ ト 


ーーーーーーーー 





* KIRARA " 
BASSO 


BASSO SPEAKER SYS 


な ビ は 、LI MS ょ どの デ 
ニュ 生 2 人 





8 
8 
8 
6 


























Sowy MAdi 


幅 PB ミ リ の 開口 部 か ら 較 議 
大 迫力 の 音 が 出る 理由 上 








音 は 波動 。 波 の 強 さ と 美 し さ 、 そ し て 導き 方 で 決ま り ま す 


音 は 、 空 気 を 媒体 と し て 伝わる 波 で す 。 そ れ は 、 海 
の よう な 上 下す る 波 と 違い 、 さ ま ざ ま な 崩 流 数 で 前 
後に 強 科 を 繰り 返し 聞き 手 に 迫り くる ' 球 密 流 "と い 
われ る も の で す 。 音 を 磨く に は 、 こ の " 杜 密 波 "を いか 
に 強く 雑音 な ど を まじ え ず 美しく 、 効 果 的 に 聞き 手 
の 耳 に 導く か で その クオ リティ が 決ま り ま す 。 各 国 の 


由 繕 ある 劇場 は 、 ま さ に その 点 を 第 一 に 考え 設計 さ 
れ て いる の で す 。 

今回 ソニ ー が 挑戦 し た こと は 、 以 上 の よう な "音波 の 
デザ イン "の 本 質 に 、 テ レビ に お いて か つて な い レ ベ 
ル ま で こだわ り 続け た こと で す 。 世 界 ト ッ プ レベ ル の 
ソニ ー の オー ディ オ 部 門 か ら 技術 者 を テレ ビ 部 門 
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に 派遣 し 、 試 作 の 段階 に お いて 徹底 的 に 「 音 道 」 の 
チュ ー ニ ング を 研究 開発 。 テ レビ の 音 を 変え た と 称え 
られ た BASS0 ス ピー カー シス テム を 生み だ し まし た 。 
具体 的 に は 、 豊 か な 重 低音 と パラ ンス の よい 中 高 
音 を 再生 する 「ICT 方 式 コ アキ シャ ルス ピー カー ユ 
ニッ ト 」 と 、 左 右 独 立 し 内 蔵 され た 約 8 0 の 「 大 容量 
スピ ー カ ー ボ ックス 」、 そ し て シャ ー プ で 抜け の よい 
高音 を 再生 する 「 ス ー パ ー ツ ィ ー タ ー」 の 採用 で す 。 




















新開 発 ICT コ アキ シャ ルス ピー カー ユニ ッ ト 断 面 
ICT = Inductive Coupled Transducer 


テレ ビ の 音 を 変え た . 聞け ば わか る その 実力 


し た 「 コ ン ボ ジッ ト PP コー ン キ メタ ルド ー ム ツィ ー タ 
ー」 が キー テク ノロ ジー で す 。 迫 力 の 重 低音 か ら 、 中 


高音 まで すべ て の 音 を 驚く まで に リア ル に 再現 し ます 。 


Ohen fEchNolo 





ICT コ アキ シャ ルス ピー カー ユニ ッ ト の サウ ンド を 効 
果 的 に 引き 出す 、 こ の クラ ス 最 大 、 約 8 0 の 大 容量 
スピ ー カ ー ボ ックス 。 音 を 前 面 に 押し 出す の と 同時 
に サイ ド の 開口 部 か ら も 効果 的 に 伝達 。 こ れ ま で の 
テレ ビ で は 考え られ な い ほ ど 、 サ ウン ド フィ ー ル ド が 
広がり まし た 。 


スー パー ツィ ー タ ー 
開口 部 の 前 面 に 取り 付け られ た 「 ス ー パ ー ツ ィ ー タ 
ー」 は 、 ク リア な 音 づ くり の た め に 欠か せな い 抜 け の 
よい 高音 を 再生 し 、 音 像 定位 が 安定 し ます 。 

また 、 超 コン パク ト 設 計 に より 開口 部 の 薄型 化 を 実 
現し まし た 。 





3 モー ド フ ロン ト サ ラ ウン ド 


BASSO0 ス ピー カー シス テム の 磨き 抜か れ た サウ ン 
ド を 、 さ ら に 効果 的 に 演出 する の が この サラ ウン ドモ 
ー ド 。 モ ノラ ル 音声 に よる 放送 で も 、 さ ら に 広がり 感 
を も た せる 〈 シ ミュ レー ト 〉 モ ー ド 。 ま た 、 ス テレ オ の 音 
声 を 迫力 の 隊 場 感 を も っ て 再現 する く ホ ー ル サラ ウ 
ンド 1/2〉 モ ー ド の 3 種 が 設定 され て いま す 。 


さら に 音 場 を 広げ る 、 サ ラウ ンド モー ド 


新 発 売 


レル 4 イル アル ルル シル で う ム で レニ シル 6 
SA-W100ST 標準 価格 50.000 円 (税別 





slonr ノ 


SIORY 











本 質 を きわ め た ソー- 





まで 童 の チュ ー ニ ン 





左 に ある 写真 は 、 ソ ニー の コン バク トディ スク ( 〇 D) 第 ] 号 で す 。 そ れ ま で の レコ ー ド や ミュ ー ジ 
ッ ク テ ー ブ で は 考え られ な い ほ ど ハ イク オリ ティ な デジ タル サウ ンド を 実現 させ た この 氏 色 の 
円 租 は 、 実 は ソニー が フィ リッ プス 社 と 協力 し て 世界 で は じ め て 開発 し た も の な の で す 。 こ れ も 
ーー の 技術 挑戦 の 記録 。DD の 成功 は 、 ソ ニー が 世界 トッ プク ラス の オー デ 
イオ メー カー で ある こと を 多く の 人 々 に アピール する きっ か け と な り ま し た 。「 キ ララ ・ バ ッ ソ 」 の 
サウ ンド を 開発 し た の も この スタ ッ フ 。 彼 ら は あり と あら ゆる 音域 の 口 を 買い 集め 、 連 日 遅く 
に 明け 暮れ て いま し た 。 こ ん な "人 "の 力 が 、 テ レビ の あら ゆる 音 を 素 晴 ら 
DP-101 し く 磨き 上 げ る 日 AB は BD ス ピー カー シス テム を 生み だ し た の で す 。 
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* KIRARA " 
BASS 


FUSHIOI REMOCON 


操作 以外 に 、 デ ザイ ン も 不思議 で す 。 が の 
ロー ラー 操作 を より 簡単 に する た め 、 手 に 

ッ ト す る デザ イン と 、 BE た 
め の 工 夫 で す 。 


Sowy Madici 2 


ぐふ し ぎ リ モコ ン "と いつ 
不思議 な 名 前 に し た 理由 


ANs 手元 を 見 な いで (画面 に 視線 を 向け た まま 、 
。 フ ァ ミ コン 感覚 で 操作 で きる 不思議 な リモ コン だ か ら で す : 








プ 
ノ 
アー 


朱 
リモ コン 初 / ロ ー ラ ー コ ント ロー ル 
テレ ビ の 機能 が 進化 する ほど 、 リ モコ ン の 操作 も 複 
雑 に な り ます 。 複 雑 な 操作 は 、 日 常 的 に 見 る テレ ビ 
の 存在 を "少々 わずらわし い "も の に し ます 。 コ ン ピ ュ 
ー タ の 世界 で も 、 人 と 機械 の 関係 を よく する 「 マ ン - 
マシ ン イ ンタ ー フ ェ イス 」 と いう 技術 分 野 が ある の だ 


) まわ し て 選択 
/ ロー ラー を まわ し て 
メニ ュー を 選ぶ 


E 


採用 が この “ふしぎ” を 


か ら 、 テ レビ に も その 考え を 取り 込 も うと いう こと で リ 
モコ ン の 改良 に 着手 。 リ モコ ン 初 の ロー ラー 搭載 と 
画面 の グラ フィ ッ ク メ ニュ ー の 開発 で 、 操 作 上 も っ と 
も わずらわし い 、 手 元 と 画面 の "見 比べ 操作 "を な く 
し まし た 。 


1991 征 9 月 | 日 新聞 発表 時 


Sub ANswER 


簡単 タイ プ の 「 ふ し ぎ リ モコ ン 」 に 加え 、 他 社 の VTR 
や BS デコ ー ダ ー の 操作 を この 1 台 で 可能 に する 「 プ 
リプ ログ ラム リモ コン 」 も 付属 し て いま す 。 こ の リモ コ 
ン で も ポタ ン 操 作 で 画面 を 見 な が ら の グラ フィ ッ ク メ 
ニュ ー 利 用 が 可能 で す 。 


さ ふし ぎり モコ ン RM-J109 


メニ ュー ポタ ン を 押す と 画面 右 下 に 子 画面 の よう な 
グラ フィ ッ ク メニ ュー が あら われ ます 。 そ うし た ら … 


その まま … 
/ 
Z 押し て 決定 
ロー ラー を 押し て 
カチ ッ と 音 が し た ら 決 定 
BS 設定 メニ ュー コー ジッ ーー 












メイ ン メ ニュ ー 


タイ マー メニ ュー 


Or lechNoloqy_ 





さら に 本 体操 作 系 も 便利 で 新しい . 

















子 画面 メニ ュー 


各種 設定 メニ ュー1 


れ ば わか る その 人 性能 。 


テレ ビ の 近く で すぐ 操作 で きる 、 コ ン ポ と 同じ 430mm サ イズ の 前 面 操作 ポ ボタン ユニ ッ ト 


9 の 9⑨999 
1@⑨9@999 :" 
回 天 |@e@@@@: 

回 還 )@@⑤@@@9 


し: 崩 


プリ プロ グラ ムリ モコ ン RM-J112 





画質 < 音質 メニ ュー 


: 吉 


各種 設定 メニ ュー2 








左 に ある 写真 は 、 ソ ニー の コン ピュ ー タ 「NEWS」 シ リー ズ の 入力 装置 で "マウス" と 呼ば れる 
も の で す 。 こ れ は 、 キ ー ボ ー ド 入力 と いう わずらわし い 作業 を で きる だ け 少 な くす る た め に 開発 
され た コン ピュ ー タ の 簡易 入力 装置 。 底 面 に つい て いる ボー ル を 机 の 上 で 転がす だ け で 画面 の 
操作 が 実行 で きま す 。 今 回 の 「 ふ し ぎ リ モコ ン 」 の 発想 は 、 こ こ に あり まし た 。 ボ ー ル が ロー ラー に 
な り 、 机 の 上 で 動か す マウ ス が 手 に フィ ッ ト す る リモ コン に な っ た の で す 。 一 度 操作 し て みて くだ 
さい 。 手 元 を 見 な い 操作 が どん な に 楽 か お わか り い た だ ける と 思い ます 。 


* KIRARA " 
BASSO 


スー パー トリ ニトロ ン 以 


COMPACT BODY 


ルプ ムジ アイ ンー シル レニ ゴン: 【 ゴ スコ 
に 、 ボ ディ の 質感 に も こだわ り まし た 。「 フ ラッ ト 
コン シャ ス 」 な デザ イン と の 統一 感 は 、 完 成 さ 
れ た 新 時 代 の デザ イン と 言え ます 。 


に 1 
思 
ァ 
E 
ァ 
g 
> 
よ 
6 


AN フラ ッ ト な "画面 サイ ズ " ま で ボディ を 絞り 込む 、 
。 ソニ ー 得 意 の コン パク ト 思 想 を 徹底 追求 し た か ら で す 。 





回 路 の 徹底 コン パクト 化 が 「 コ ン バ ク ト ボ ディ 」 





ら コ ン パ クト な ポ ボディ に で きた の は 、 こ うし た 確固 と し 


「 キ ララ ・ パ ッ ソ 」 の 設計 は 、 デ ザイ ン フ ァ ク ター を 特 成 度 を 飛 虫 的 に 高め る 。 ま た 、 お 部 屋 の な か で の デ た デザ イン コン セプト が あっ た か ら で す 。 こ の コン セ 
に 重視 し て 行なわ れ まし た 。 画 質 、 音 質 同様 これ ま ザイ ン 自 由 度 を 上 げ る た め に コン パク ト に こだわ る 。 プ ト に 基づき 、 内 部 の 電子 回 路 の コン パク ト 化 を は じ 
で の テレ ビ に な い 美 し さ を 求め た の で す 。 お 部 屋 の 同時 に 、 テ レビ 本 来 の 性 能 も 格段 に 向上 させ る …。 め 、 あ ら ゆ る 部 分 が デザ イン の た め に シェ イプ アッ プ 
な か の ひと つの イン テリ ア 素 材 と し て 、 デ ザイ ン 的 完 大 画面 、 大 容量 の スピ ー カ ー ボ ックス を 内 蔵 し な が され まし た 。 








Sub ANsweR 


ーー の 新しい テレ ビ の テ ザイン 思 思想 が コン バク ト ボ ティ 6 実現 させ ん 


トコ ン シ ャ 1 生 に つなが り ま し た 。 そ の 美しき は 、 プ ブラウン管 と ボ デ 
スー パー トリ ニトロ ン 管 の フラ ッ ト な 美 し ょ 、、 シ ェ イプ ィ が 一 体 と な っ た 美しい 彫像 の よう な 究 囲 気 を か も 
アッ プ さ れ た 基本 構造 の メリ ッ ト を 充分 に 引き 出し な し だ し ます 。 さ ら に 、 テ レビ 本 体 の 新しい 色 と し て 誕 
が ら 、 か つ 美 し い デ ザイ ン を 追求 する 。 そ れ は 、「 フ ラ 生 し た 「 ア ー バ ング レー カラ ー」 が 、AV 機 器 の 新 し さ 
ッ ト コ ン シ ャ ス 」 と いう 新しい デザ イン コン セプト の 誕 を 演出 し ます 。 














_ Oren lechNoloqy 


さら に スタ ンド が 新しい . 見 れ ば わか る その 美しき 。 


これ まで テレ ビス タン ド は 、 テ レビ 本 体 を 載せ 、 ビ デ 
オ な どの デッキ を 双 納 する と いう 機能 を 重視 し て 設 
計 さ れ て きま し た 。 し か し 、 こ れ か ら は 機能 を 重視 し 
な が ら デザ イン も 大 切 に する 時 代 。 収 納 部 は 、 デ ッ キ 
の 操作 面 だ け 見 え ガラ ス 幅 を 430mm に 抑 


え 、 扉 の 開き 方 も これ まで の スタ ンド に な いま っ た く 新 





『 見 える 430m の ガラ ス 面 








専用 テレ ビス タン ド 





に 30PS ら 光っ の 専用 チル トス タン ド 
いい イメ ー ジ 。『 ニ ュー イメ ー ジ スタ ンド 』、 ソ ニー だ け SU-34ST 標準 価格 38.000 円 (史上 SU-34STX 林 汰 価格 0.000 由 ( 和 別 ) 上 
の 新しい デザ イン で す 。 SU-29ST 標準 価格 32.000 円 (税別 ) [ 計 SU-29STX 要 準 価格 25.000 円 (税別 ) 刀 











ころ の 新聞 広告 です 。 小 さ な ウ ォ ー クマ ン の な 
か に こん な に も た くさ ん の 部 品 を 内 蔵 さ せ た 、 ソ ニー な ら で は の コン バク ト 技 術 を アピ ー ル し て 
いま す 。 お か げ さ まで 、 ウ ォ ー ク マン は 世界 的 な 大 ヒッ ト 商 品 と な り ま し た 。 ウ ォ ー ク マン が 生ま 
れ た と き の コ ン セ ブ ト も 、“" カ セッ ト サ イ ズ "まで テー プ デ ッ キ を コン パク ト に する と いう こと で し 
た 。 こ の と きも ソニ ー は 、 デ ザイ ン の 革新 と 回 路 技 術 の コン バク ト 化 を 成し遂げ た の で す 。 最 近 
で は 、“" バ スポ ー ト サイ ズ " の ビデ オカ メラ が ソニ ー の コン パク ト ヒ ッ ト 。 ソ ニー が 自ら コン パクト 
し た 実績 が ある か ら で す 。 
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BASSO 


スー バー トリ ニトロ ン 搭 載 























多彩 な AV 機器 と の シス テム アッ プ を 図る 育 面 端子 ( 左 ) は 、 付 属 カバ ー に よっ て スッ キリ と 収納 で きま す ( 右 ・ 上 下 ) 





【 画 質 機能 】 
@PinP 槍 能 
介 高 性 能 BS チュ ー ナ ー 内 蔵 
@AV メ ニュ ー& AV メモリー 機能 
(部 屋 の 状況 に 応じ て 、 ス タン ダー ド 、 リ ビン グ 、 
シア ター、AV メ モリ ー の 4 モー ド か ら 選 択 
人 @ 消 画 栓 能 (映像 を 消し て 音声 の み を 楽し む ) 
【 留 守 録 画 機能 】 
⑯ ワ ンタ ッ チ BS 簡 単 録画 機能 
@5 プ ログ ラム BS 録画 子 約 機能 
【 接 続 端子 】 
[テレ ピ 部 ] 
@ ビ デオ 入力 3 系 統 4 端子 (S 映 像 3 系 統 4 端子 ) 
上 面 入 力 端子 は 出力 に 切換 え で きま す ) 
@ ビ デオ 出力 (S 映 父 出 力 凌 備 ) 
@ オ ー デ ィ オ 出力 (可変 ) 亀 BS 出 力 
@21 ビ ン RGB マ ル チ 端 子 (スー パー ファ ミコ ン 対 応 ) 
ヘッ ド ホ ン 端子 ( 親 & 子 画面 ) 
@ コ ント ロー ル S 入 出力 
[BS 部 ] 
@BS デ コー ダー 入力 
@MUSE-NTSC コ ン バ ー タ 入力 端子 (ハイ ビジ ョ ン 対 応 ) 





@ ビ ピッ トス トリ ー ム 出力 
@ ダ プル デコ ー ダ ー 端 子 

(検波 入力 、 ピ ッ ト ス トリ ー ム 入力 ) 
@AFC 入 力 











KV-34・29ST の 主 な 仕様 

【 映 像 部 】 伸 プラ ウン 管 : ス ー バ パー トリ ニトロ ン 菅 110 信 向 人 受信 チャ ン ネ ル :VHF/UHF/CATV C13 一 35ch/SHF 
【 画 質 回 路 】 信 広帯域 クロ マ 回 路 介 ルイ ン テ リ ジェ ント くし 形 フ ィ ル ター 

【 音 声 出 力 】 人 @15W 十 15W[ 音 声 機能 】 外 音声 多重 回 路 介 3 モー ド フ ロン ト サ ラ ウン ド 回 路 人 BASSO ス ピー カー シス テム 
【 消 費 電 力 】 介 34 型 /195W (スタ ン バ イ 時 5W ) 便 29 型 /193W (スタ ン バ イ 時 5W ) 

【 最 大 外形 寸法 】 人 34 型 / 幅 80.9X 高 さ 64.7X 奥 行 57.4cm 信 29 型 / 幅 69.4X 高 さ 55.6X 奥 行 52.7cm 

【 有 効 画面 寸法 】 借 34 型 / 幅 640 .4X 高 さ 480.3X 対 角 800.5mm 信 29 型 / 幅 540 .2X 高 さ 405.1X 対 角 675.2mm 

【 重 量 】@34 型 /80.5kg 人 29 型 /55.0kg 

<SU-34・29ST の 主 な 仕様 

【 最 大 外形 寸法 】 借 34ST/ 幅 81.2X 高 さ 45.2X 奥 行 62.8cm 人 29ST/ 幅 69.7X 高 さ 45.5X 奥 行 60.5om 

【 重 量 】@34 型 /22.0kg 介 29 型 /20.5kg 



















IKV-345T 1 手下 350.0D 円 (税別 国王 計 


(③ し ぎ リ モコ ン 日 M-103 プ プリ プロ グラ ムリ モコ ン 日 M- り 118 付 属 ) 





BS チュ ー ナ ー 内 蔵 ス ー バ パー トリ ニトロ ン 搭 載 カ ラー テレ ビーーーーー ー Bs 
KV-89T 1 本 価 絡 63B,HD ロ 円 (税別 ) 区 局 





別 専用 テレ ビス タン ド BU-34T 標準 価格 8.0DD 円 (税別 ) 





@ テ レビ の 配送 





調整 費 が 別途 


要 で す テ ナ 及 び 工 事 費 別 


SU-9BT 標準 価格 3P.0OO 円 (税別 ) 語調 BS アン テ ナ SAN-48BD 標準 価格 BB.DDD 円 (税別 ) 





Sony Home Media Center 


La Vue 


ソニ ー 先 端 の AV 機器 と し て シス テム アッ プ 
選び め ぬか れ た コン ポー ネン ト 、 す べ て を 揉 る マス ター コマ ンダ ー」 

本 格 AV シア ター と 呼ぶ に ふさ わし い フ ルセット アッ プシ ステ ム 「 ラ ・ ヴ ュー」 
重厚 感 と 気品 に 満ち た デザ イン は 、 リ ビン グル ー ム に 美しく 調和 し ます 。 
唯 ひと つの 美しき 、「 キ ララ ・ バ ッ ソ 」 を この ラ ・ ヴ ュー に 組み 、 

ソニ ー 最 新 の AV シス テム と し て 登場 し まし た 。 


BS チュ ー ナ ー 内 攻 34 型 メー パー トリ ニトロ ン 指 載 カラ ー テ レビ 
IV34STI 林 休 格 350.000 円 ( 
が アンプ /TMM6706(1z0Wx3.40Wx2) …… 析 価格 90.000 円 ( 科 
VTR/SUV-N5(S-VHS デ ッ キ 槍 価 格 140.000 牛 
wpP/MDP.605 

面 失 生 マル チ ディ スク ブレ ー 林 休 格 110.000 円 ( 和 


人 価格 45000 円 ( 科 別 )xz 
寺村 70000 円 ( 和 別 ) 

栖 汰 価格 12.000 円 (税別 

ー ル /E300( セ ンタ ー ネ ビ ー カ ー、 マ スタ ー ステ 
ル 額 付 栓 準 価格 181.400 円 (税別 

価格 標準 価格 1.043.400 円 (税別 





BS チュ ー ナ ー 内 華 29 更 スー パー トリ ニ ト 
MV29ST 信司 238000 円 ( 別 ) 
AV アン プ /TM570(!20Wx3. Xa 欄 水 価格 85.000 円 (税別 
VTR/SLVIO(HiFi ビ 標 束 休 格 69.800 円 ( 悦 別 ) 

マル 人 人 69.800 円 ( 別 


太 玉 格 42.000 円 ( 科 別 





@ テ レビ の 配送 ・ 設 置 調整 費 が 別途 必要 で す 。 (アンテ ナ 及 び 工 事 費 》# 


ーー @ TS ] 
EE 記 記 志和 ご 全 用 の テレ ビ の 点検 を お すす めし ます | 、 ちょ っ と し た 
@ 電 泊 コ ー ド や フラ ク が 異 1 本 識 心 づ か いで 


電源 スイ ッ チ を 入れ て も 、 


こん な 普 状 は | @ 語 語 の 一生 がり て 時 る 接 い て くだ さい テレ ビ の 安全 
あり ませ ん が | 9 が 中 っ だり 、 済 えた だ りす る ラプ 上 げ | | な り ょ す = 注意 を 。 〇 東 査 を は ず し た 


ビス さい 。⑤ セ ッ ト を ふく 時 や 長 時 間 使 わな し 
6 万 一 故障 の 際 に は 、 電 源 プラ 














その 他 の 異常 や 才 障 が ある 











く 省 エネ の た め の 上 手 な 使い 方 〉 | . こ まめ に スイ ッ チ を 切り まし ょ う 。?. 適 切な 明る さと 音量 で 楽し み ま し ょ う 。3. に は 主 電源 を 切り まし ょ う 
@ あ な た が 鐘 画 ・ 律 音 し た も の は 、 個 人 と し て 楽し じ な どの ほか は 、 著 作 権 法 上 、 権 利 者 に 無断 で 使用 で きま せん 。 介 カタ ログ と 実際 の 製品 の 色 と は 、 印 刷 の 関係 で 多少 異な る 場合 が あり ます 。 信 お 買い 上 げ の 際 に は 製造 番号 を 確認 くだ さい 


で 、 ア ン テ ナ や チュ ー ナ ー の 誠 隊 で は あり ませ ん 。 








@ カラ ー テ レビ 及び 衛 是 放送 間 連 機器 の 補修 用 性 能 部 品 の 最低 保有 期間 は 製造 打ち 切り 後 8 年 で す 





〒141 東京 都 品 用 区 北 品 川 6-7-35 ソニ ー 商 品 販売 店 

東京 / 銀 数寄屋 橋 ソ ニー ビル 

大 阪 / 中 央 区 心斎橋 ソニ ー タ ワー カタ ログ の 記載 内 容 : 1991 年 10 月 現在 
お 客 様 ご 相談 セン ター 東京 (03)3448-3311 

大 阪 /(06)251-5111 

名 古屋 (052)232-2611 


撮影 協力 : ロ ンド クラ プ (p2-5) 
1991 年 10 朋 印刷 CVNIG-1 Primed im Japan。 (84992097) R 





